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母親委員会だよ り
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3年度の母親委員会だよりもしヽよいよ3詈で最後となります。

活動内容は3年度発行の「母親委員会だより 第 1号、第 2詈 Jをご覧<ださい。普段

なかなか伺うことのできな tノ 施`設への訪間、講演会などに参力Bす ることはとても貴重な

経験でした。来年度も皆さんへ様々な1青報を発1言できるよう活動 tノ てましヽります。

～ 第12回  静岡雨円A大会 ～

大会スEl一ガン F語り含おう 伝え竃もう将来篭

担う子どもたちのためにJ

～子どもたちに、今、必要なこと、

「

Aができることを一緒に考えてしヽき意しよう～

去る11月 22日 (■)響岡市民文化会館大ホールにて第12回静岡市PTA大会が開催され|

ました。大会では「天使からのポエム」。「善行賞Jの表彰式が行われましノた0

私達、第 了フ
｀
l~lッ クか ら受賞された方々を紹介 します。

《 天便のポエム 》
験

☆優秀賞

西豊囲小挙校   6年  本間

栗源台 /JN導 校   6年  藤本

栗豊田申学校   2年  高橋

☆佳作

東豊田小挙校   4年  松村  陽奈

富士見小学校   4年  」ヽ林 鷹太郎

西豊田小学校   6年  佐野  志帆

《 善 4予賞 〈個 人〉 申学校

豊囲中学校   3年  香野 さちか

豊田中学校   3年  糠谷  優実

豊田中学校   3年  鍋田 彩菜

豊圏申学校   3年  南日」 莉穂

豊田中学校   3年  村田  晴花

◎ 受賞ギF品は静岡市PTA連絡協議会の

本一ムベージ|こ掲載されています

ので、ぜひご
｀
覧ください。

http://pta― shi ztloka― city.org/

☆静岡南教育委員会教奮長賞

西豊圏小学校 4年 原闘 将希

「お父さんのまほうの手J

きのう、お父さんと手と手を合

わせた。

とてもかなわない、大きくて、

ぶ厚い手。
ぼくの手が食べられちゃうくら

い大きかった。

毎朝、手をつないで学校のと中

まで行くのが二人の国課。

何も話さなくても、ギュッとさ

れるとほつとする。
「今日一目がんばるんだぞ。J

のメッセージがあったかしヽ手から

伝わつてくる。

お父さんありがとう。
しヽつかお父さんの手をこえられ

るようにぼくは強くなる。
お父さん見てしヽてね。
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晴希
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平成室6年 電1月 5爾

大量生震警習センター
講師:パソ議ンわかぼくも心tメか林 量鑢氏

魯醸颯尚霧⑮灯拗咆屁 晰灯鸞凩 脩 勒 慟

"が
ルール作り|こついてお話警ぅかがってきました。

い鑢紆 《警‐―量神よ鯉拿ット雹…灘鵬夕矮…"ぼ賃)馨な 。§ep

哄亀憑雉鶉貶姦::はMは蛉骰毅量蛛 猾 骰抵
つながりを通じて新たな入開震係を鐘鍾する場を提供する会量制サービスのこと。

η欝ピ饉顆蝙蝸

所持轟

蠅酸密鞠書鑑
鐵霞恣瑕鼈

申学生
縄 50%

約30%

高校生
織 含〇%

1・ 0時間
クセスする機鍵のこと

絲3⑬%

6.2時鷲
辛フィルタリングとはwebサ・f卜等を一定基準でア

学年が上がるにつれ保有率、拳!鶴鋳闇が鸞えアィルタリング黎:霧 は減少している勢がわかります。
Flヽ学生

`ま

家族との連絡や防露簿鍋が多く、申学生まま蓮絡手段以外|=① L菫鶴筐②ゲーーム③動爾の饉
高機生iま①L菫拇E≫壌i織総 音業◎動璽の踵での利用が多くなつてもヽ横す。また、申学生はSNSや
チヤットを使つて見知ら鍮入と会ったり、直接議をした人が3響いたともヽうデータもあります。無線選蟻

纏 蒻マ 赳 咸 爾 隆 鐘 :な¨ 予 浴 欝 警裏
鶏 翻 覇や 輸` 簸 ちから

靱撥黎?幹 』ξ酢轡―‡通
学綾轟サイトやプ轟ッ、鐘承綾など(3鍔 sは対象外)で公難されてしヽ為爾腫のあるつ――ド|こしっかか

耗量は 鯰鸞鷲蜜夢魏懺予厄瀧鑢瞳 蜀 趙 猾
暮ガティブなもの◎なりすま態(鼠スカレートしてしヽじめに発震した制も)0わいせつ画像や動画 等

で ≫響―・t窯 ッ トや 食 で… 卜っ 鐵 ≫彎 警 黎 鐵鞭 鰈 警 彦 ポ イ 》 許
☆ベアレンタル磯ント翻―ル(舗餞)贅フィルタリング(有書サィトブ醒ック}讐情報器 ∫影指導(心配を
無えて子ども自身:ミも解決策を考えさせる。家でのルー‐ルを具体的i二議し合い約薫を翼える場所鍾
賄轟などして守らなかった時のベナルティを決め実衛)☆ネッ評畿存しない(体調不農、理眼障害など
の鍵康被書―学力億下。分別をつけて鍵繭できなをヽおら捧たせなもヽなど親としても量儀を持つ)

韮趙篇藪蠍簿愚寵纂鱚ihm賊ござ鋼膚炒 壼壌L鸞ぼす
讐夕かを懸く(権手を思しヽやるfかや白分を維すゐ心が大切。)

隧鉤鰈聰咆嘔 | ベヘ。̂ン 鬱ごなな。さ撼 鑢 絆黎タ
左輔総三角形が楽しいインターネットライフ

:こつながります。大切なお子さんな守る:こ 1譲

やはり家庭教育が重要です。それに1ま 醸額
命 織 子 ◇ 塾 通鼠 蓮 ケ ー シ 調ン が 大 切 で す ね .

改ぬて鋼手爾藤鍮大切きこうしヽても学ばさ

れました。この機会 |こ欝さんも畿子で議して

骰醸
‐
ひ蒙,駐轟

瘍儡輪蛛鍵

率フィ∫レタリよ

報時鷺



趙芍 ぽ 懃 釉雉 笏 覗 絋 放 鸞 詈

昨年 12月 2日 に、第 フブロック母親

委員で地震防災センターを見学 して

参りました。

東日本大震災の被薯状況から、東海地

震の想定から東南海地震が起きた場

合の被書規模に更新、リアルな災害

∨TRは皆様にもご覧頂きたく思いま

す。こ
.家

庭に、1也震防災ガイ ドフック

があるかと存じますc

お話を伺ってきた中で、幾度と無く強

調された「最低限の備え 1をお伝え致

します。今一度見直して頂くきつかけ

にして頂ければ華いです。

静岡市民 128万人が被災したとして、

その対応がすべて行政で対応できる

かと言えば、残念ながら厳しいのが現

実でしょう。

自身の命、家族の命を守るのはまず自

分たちで確保しましょう。

東源台小 望月・江丼

☆その他  母親 委員 よ り

テレビは何気なく観ていることも多いですが、※dボタンてお住まいエリアの遊難地、遊難所が確認出来

ます。防災用品を1前えたくても、値段を見て鰐E著 してしまうこともあります。日常的にブロが仕事で使つ

ている物で揃えるのも手。ワークマンなど行つてみると、女性サイズが揃つているケースもありますc

トイレについては、推奨品だとすぐ使 t′ 終ヽえてしまう、という点で、ゴミ袋+猫砂+重曹で対応する。

ネル生地やベットノ(ッ ドは、カットして生理用ナブキンとして代用可。 綿は吸収′フリースは透過しますc

一家族単位での備えが大変重要です。一人が逃げ遅れると数人の手助けが必要となります。いざとなった

ら助けるイ員」にまわる心づもりでいたいですね。   ※チャンネルは NHK、 津波遊難タワー所在地も表示。

1.家具の 固定

巨大地震 で は 、自分 の 子

供 に覆 いかぶ さる こ と

さえ 出来 ませ ん 。逃 げ道

の確 保 の為 、家具 を 固定

しま しよう。思 わぬ物 が

凶器 にな りか ね ませ んの で 、地震 防 災ガ イ ドブ

ック 2フ ベ ー ジ を参考 に 、 ドア 、廊 下 の 通行 の

妨 げ にな る物 をチ ェ ック しま しょ う。

2.海岸付近 にしヽ る場 合 は高 い ところへ ]

ニ ュ ース で の 津 波 の 高

さ 1青報 は 、 海 岸 で の 数

イ直c地震 発 生 後 5分で

到 達 す る エ リア も あ り

ま す が 、 諦 め ず に逃 げ

て 下 さ い 。

3.避難 所へ 行 くべ きか

も しご 自宅 が住 め る状 態 にあ り、蓄 えが あれ ば

その ままの 方 が良 (/ヽ 。家族 と連絡 が つ か な い こ

とが考 え られ ますの で 、地 震 が起 きた際 の行 動

につ いて 、家族全 員で決 め て お き ま しょう。

4身分 を証 明で き るもの を携 帯 しま しよう



不覇踪t雉贔殉 さ,7M∫ ～ぎ液母親委員の龍 ンの数 7～

母親委員でな:り
‐
ればできなは多くの事を経験させて頂きました。他校の方プマとの交流は本

当に貴重で楽しい時間でした。2年間ありがとうございました。(豊日中学校 野田 千里)

きき向きな方々との出会いや、様々な経験としヽう貴重な2年間を、とでも楽しく過ごさせて

いたださました。ありがこうございました。 (東豊田中学校 霊野 昌美)

毎回の活動がとても楽 し<、 他の学区のお母様方の情報もすごく勉強になりました 11・ 寂し

い気持ちでいっll■ いですが、次年度の母親委員の方にこの楽 しみをお譲りします (笑 )

盆年間ありがとうござい讀した。 (高松中学校 望月 麻子)

好奇,い EI盛、前向きでおおらかな、第7フロックの母親委員の方々との活動は、本当に楽

しかったです。「PTAlま言手」と思っていた私でも、 2年間、無理な<活動でき讚した。

母親委員に興味がある方は、是非チャレンジしてみて下さい。(富主見小学校 漬吉 恭子)

3年間の母親委員活動。楽 しかった Iの言葉に尽きます。子育て、家事、仕事。。。忙 しさ

に違われた毎日。そんな中、活動で、ふと自分を思い出す瞬間c皆さんに癒され、一緒に

笑い、相談 し、同じ時間を共有して束」激の多しヽ、学びの多い、新 しい発見ばかりの時間で

した。母親として奮んでもらいました。是非、この母親委員の楽 しさを沢出の人に味わつ

て欲 ししヽです。ありがとうございま した。 (南部小学校 長澤 奈々子 )

母親委員、楽 しかったです !この委員に入らなければ出会えなかった、他校の母親委員の
皆さん、本当にありがとうございました。様々な活動や講演会を経験でき、充実した 2年
間で した。活動内容を掲載 した母親だよりを、是非多くの方放に見て頂きたいです。

(東豊田層ヽ学校 ノ」ヽ林 ひとみ)

2年間は、とても貴重な経験をた<さんさせていただきました。母親委員の皆さんの前向

きな姿も、とてもすばらしい出会いでした。本当にあ 1/9がとうございました。これからの

子育てや、生き方に活かせればいいなぁと思っています。  (森 下小学校 鈴木 圭子)

1年間ありがとうございました。皆さんといろいろな経験が出来て、とても楽 しかったで

す。                        (西 豊田小学校 浅野 留津子)

あつというまの 2年間で した。施設見学や講演会などの様々な活動は大変勉強にな lr」 、子

育ての励みにもなりました。また、他校のお母さん万と一緒に活動できることはとても貴

重な経験だと思いまず。母親委員の皆さん、ありがとうございました。

(東源台小学校 望月 やすか)




